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【学位取得】 

大宅喬 第 1606号（甲） 

Childhood-onset inflammatory bowel diseases associated with mutation of Wiskott–Aldrich 

syndrome protein gene. 

（小児期発症炎症性腸疾患と Wiskott-Aldrich syndrome protein 遺伝子変異） 

園田香里 第 1550 号（乙） 

Infliximab Plus Plasma Exchange Rescue Therapy in Kawasaki Disease. 

（免疫グロブリン治療不応の川崎病に対するインフリキシマブ・血漿交換療法を用いた段階的治療法

の検討） 

野澤 智 第 1561 号 (乙) 

Usefulness of two interferon-γ release assays for rheumatic disease. 

(小児リウマチ性疾患の患者に対する 2 種のインターフェロンγ遊離試験の有用性~治療開始時・変更

時における結核感染診断) 
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伊藤秀一（分）: 全身性エリテマトーデスの革新的治療法のための転写因子 IRF5 阻害剤の開発. 平

成 30年度日本医療研究開発機構研究費（AMED）, 50万円. 

伊藤秀一（分）: 自己炎症性疾患とその類縁疾患の全国診療体制整備、重症度分類、診療ガイドライ

ン確立に関する研究. 厚労省科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患性疾患政

策研究事業）（H29-R1年度），50万円． 

伊藤秀一（分）: 小児腎領域の希少・難治性疾患群の診療・研究体制の確立．厚労省科学研究費補助

金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患性疾患政策研究事業）（H29-R1年度），30万円． 

伊藤 秀一（分）: 子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル）(Ｈ26-R9年度), 8,420万円. 

大原亜沙実（分）: 小児期および成人移行期小児リウマチ患者の全国調査データの解析と両者の異同

性に基づいた全国的「シームレス」診療ネットワーク構築による標準的治療の均てん化（H29-免疫

-一般-002）. 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患等政策研究事業 (免疫アレルギー疾患等政策

研究事業（免疫アレルギー疾患政策研究分野）)(2017 年度-2019年度), 0万円（代表者一括）. 

釼持孝博: 糖質コルチコイド投与による動脈管リモデリングへの作用の解明．平成 30年度学術的推進

事業 「研究奨励プロジェクト」・カテゴリ A「若手支援型」(平成 30-31年度), 200万． 

小林 慈典（分）: 乳児期における栄養摂取と湿疹が食物アレルギー感作に及ぼす影響に関する出生コ

ホート研究 (H28-NHO(成育)-01), 国立病院機構 NHO ネットワーク研究. 

小林 慈典（分）: 早期新生児期の鶏卵摂取による即時型鶏卵アレルギーの発症予防効果のランダム化

比較試験による検証:Randomized trial of postpartum intake of egg for prevention of egg 

allergy (H29-NHO(成育)-02),国立病院機構 NHO ネットワーク研究. 

小林慈典（分）: 牛乳アレルギー発症ハイリスクの乳児に対する発症予防法の確立；多施設共同ラン

ダム化比較試験 (H29-NHO(免疫)-01), 国立病院機構 NHO ネットワーク研究. 

小林 慈典（分）: 反復喘鳴を呈した 1 歳児の喘息発症予測フェノタイプに関する研究 (H29-NHO(免

疫)-03), 国立病院機構 NHO ネットワーク研究. 

小林 慈典（分）: 病原体診断に基づく小児から成人における百日咳の発生実態の 

解明および診断基準の確立に関する研究 (H29-NHO(感染症)-01), 国立病院機構 NHO ネットワーク

研究. 

塩谷裕美（分）: 気管支ぜん息の発症、増悪予防に関する調査研究「肺音解析を用いた乳幼児の喘息

診断の研究」 環境再生保全機構委託業務. 

柴 徳生（代）: 高リスク小児急性骨髄性白血病における多角的な遺伝子解析を用いた分子標的の同

定 若手 B（平成 28 年）, 104万円. 

柴 徳生（分）: 網羅的な遺伝子解析を用いた小児 AMLにおける高精度リスク層別化の確立. 革新的

がん医療実用化研究事業(AMED), 300万円. 

柴 徳生（代）: 網羅的ＤＮＡメチル化解析による再発難治小児急性骨髄性白血病の病態解明. 川野

医学奨学財団, 100万円. 

柴 徳生（代）: PRDM16/MECOM 高発現急性骨髄性白血病の病態解明. 日本血液学会, 100万円. 



柴 徳生（代）: 急性骨髄性白血病における PRDM16高発現症例に対する新規分子標的の同定. 横浜医

学, 30 万円. 

竹内正宣（分）: ゲノム薬理学的解析とプロテオーム解析を用いた薬剤性中枢神経障害の病態解明. 

科学研究費 基礎研究（C）(2017-2019年度), 30万円. 

只木弘美（分）: 気管支ぜん息の発症、増悪予防に関する調査研究「肺音解析を用いた乳幼児の喘息

診断の研究」 環境再生保全機構委託業務. 

西巻滋（代）: 赤ちゃんにやさしい病院における母乳育児ベンチマークの作成．科研費基盤研究（C）

（2016 年—2018年），350 万円． 

西村謙一（分）: 全身性エリテマトーデスの革新的治療法のための転写因子 IRF5 阻害剤の開発. 平

成 30年度日本医療研究開発機構研究費（AMED）,  50万円. 

西村謙一（分）: 小児期および成人移行期小児リウマチ患者の全国調査データの解析と両者の異同性

に基づいた全国的「シームレス」診療ネットワーク構築による標準的治療の均てん化（H29-免疫-

一般-002）. 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患等政策研究事業 (免疫アレルギー疾患等政策

研究事業（免疫アレルギー疾患政策研究分野）)(2017年度-2019年度), 0万円（代表者一括）. 

野澤智（分）: 小児期および成人移行期小児リウマチ患者の全国調査データの解析と両者の異同性に

基づいた全国的「シームレス」診療ネットワーク構築による標準的治療の均てん化（H29-免疫-一

般-002）. 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患等政策研究事業 (免疫アレルギー疾患等政策研

究事業（免疫アレルギー疾患政策研究分野）)(2017年度-2019 年度), 0万円（代表者一括）. 

原良紀（分）: 小児期および成人移行期小児リウマチ患者の全国調査データの解析と両者の異同性に

基づいた全国的「シームレス」診療ネットワーク構築による標準的治療の均てん化（H29-免疫-一

般-002）. 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患等政策研究事業 (免疫アレルギー疾患等政策研

究事業（免疫アレルギー疾患政策研究分野）)(2017年度-2019 年度), 0万円（代表者一括）. 

横山詩子（代）: 高圧力が拓く移植可能な組織構築技術の開発. 日本学術振興会挑戦的研究（萌芽）, 

200 万円. 

横山詩子（代）: 解剖学的リモデリングに焦点をあてた動脈管制御法の開発. 文部科学省基盤研究

（B）, 430万円. 

横山詩子（分）: Cell Exercise における力学とバイオの統合. 文部科学省基盤研究（S）, 500万円. 

横山詩子（分）: 大動脈瘤化および大動脈解離発生のメカニズム解明と予防治療の確立. 文部科学省

基盤研究（C）, 10万円. 

横山詩子（分）: Epac1欠損マウスを用いた骨髄由来細胞の血管内膜肥厚促進機序の解明. 文部科学省

基盤研究（C）, 20万円. 

横山詩子（分）: ファロー四徴症の根治治療を可能にする血管パッチの開発. AMED  国立研究開発法

人日本医療研究開発機構 希少難治性疾患に対する画期的な医薬品医療機器等の実用化に関する研

究：薬事承認を目指すシーズ探索研究（ステップ 0）, 0円（代表者一括）.  

横山詩子（分）: 循環制御におけるホメオスタシスの破綻予測. 文部科学省基盤研究（C）特設分野, 

10万円. 

横山詩子（分）: 透析シャントに向けた人工血管の開発. 横浜市経済局 横浜ライフイノベーション

プラットフォーム（LIP横浜）補助金, 0万円（代表者一括）. 

横山詩子（分）: ニコチンの大動脈瘤発症に及ぼす役割. 公益財団法人喫煙科学研究財団 一般研究 

研究助成金, 0万円（代表者一括）. 



横山詩子（分）, 胸腺組織を活用する圧力印加組織工学による小児心臓弁の開発. 文部科学省/日本学

術振興会基盤研究（C）, 20万円. 

 

  



【特許】 

PCT/JP2017/005565, 出願日 2018 年 6月 22日, 動脈硬化を検出するための血中バイオマーカー, 横山

詩子，石川義弘，荒川憲昭，益田宗孝，石上友章，鈴木伸一，大竹則久（公立大学法人横浜市立大

学，東ソー株式会社）米国への JSTより指定国移行支援決定 

特許第 6355212号, 平成 30年 6月 22 日登録, 三次元組織体及びその製造方法．明石満，松崎典弥，

石川義弘，横山詩子（大阪大学，公立大学法人横浜市立大学） 

特許 6396424号, 平成 30年 9月 7日登録, グルタミン酸による動脈管開存症の予防又は治療．横山詩

子，石川義弘，藤田秀次郎（公立大学法人横浜市立大学） 

  



 

【学会以外の各種講演】 

Tanoshima R: The New Frontier in personalized medicine: Pharmacogenomic Testing. St Paul’s 

Hospital Continuing Medical Education- Conference for Primary Care Physicians. 

Vancouver, 2018, 11. 

Tanoshima R: Analyses of Adverse Drug Reactions Nationwide Active Surveillance Network: 

Canadian Pharmacogenomics Network for Drug Safety (CPNDS) database. 

 The annual Objective Structured Knowledge Translation Experience (OSKTE) for the CIHR Drug 

Safety and Effectiveness Cross-Disciplinary Training Program. web-based presentation, 

2018, 3. 

青木晴香, 黒田浩行, 中野裕介, 渡辺重朗, 鉾碕竜範, 遠藤和也, 澁谷泰介, 富永訓央, 町田大輔, 

磯松幸尚, 益田宗孝: 単心室修復か二心室修復かで苦慮したダウン症、unbalansed AVSDの一例. 

第 12回神奈川小児循環器研究会, 横浜, 2018, 10. 

秋山 佳那子, 服部 成良, 小原 真奈, 大原 亜沙実, 西村 謙一, 野澤 智, 原 良紀, 伊藤 秀一: 2

歳で発症した, 選択的 IgM 欠損症を伴った全身性エリテマトーデスの女児例. 第 8 回東日本小児

リウマチ研究会, 東京, 2018, 5. 

市川泰広, 今井祥恵, 大嶋明, 北尾牧子, 土田哲, 山本真由, 佐藤美保, 青木晴香, 鉾碕竜範, 堀口

晴子: 頻脈と哺乳不良を認めた左室起源特発性心室頻拍の 1新生児例. 横須賀三浦新生児連絡会, 

横須賀, 2018, 6.  

伊藤秀一: RS ウイルス流行変化に対する臨床対応. RSVJapan Global Experts'Meeting 2018, 東京, 

2018, 6. 

伊藤秀一: 川崎病の特異な診断と落とし穴：それは本当に川崎病ですか？. 第 12回国際川崎病シンポ

ジウム, 横浜, 2018, 6. 

伊藤秀一：小児・青年期の Fabry 病患者の早期発見・早期治療の重要性. 第 12回神奈川酵素補充療法

研究会, 横浜, 2018, 7. 

伊藤秀一：ライソゾーム病における早期診断・治療の啓発. 第１２回千葉県酵素補充療法研究会, 千

葉, 2018, 7. 

伊藤秀一：小児 aHUS症例の早期治療介入によるソリリスの有効性. ケアネットＷｅｂ講演会,東京, 

2018, 8. 

伊藤秀一：川崎病を見直す！－診断・治療・管理についてー. 第 37回総会記念「川崎病講演会と相談

会」, 東京, 2018, 9. 

伊藤秀一：小児高安動脈炎の診断と治療. 厚労省補助金難治性疾患等政策研究事業（JPVAS)市民公開

講座「大型血管炎市民公開講座」,東京, 2018, 9. 

伊藤秀一: 『小児・青年期のファブリー病患者の早期発見・早期治療の重要性』. ファブリー腎炎 

学術講演会, 大宮, 2018, 11. 

伊藤秀一: 若年性と津発性関節炎の診断と治療の最新知見. 第 46回日本臨床免疫学会総会,軽井沢, 

2018, 11. 

伊藤秀一：小児期・青年期の四肢疼痛との鑑別～ファブリー病の早期発見・早期治療のために～. フ

ァブリー病学術講演会, 東京, 2018, 12. 



大杉康司: 「繰り返す教育入院でもインスリンオミッションが改善されない高校生の 1例」. 第 1回 

糖尿病医療学研究会 in Yokohama, 横浜, 2018, 6. 

大杉康司, 西山邦幸, 志賀健太郎:「生後 9か月で発症した 1型糖尿病の 1例」. 第 24回神奈川小児

糖尿病研究会, 2018, 11. 

大山宜孝, 中野晃太郎, 伊藤萌: 小児多発性硬化症に対するグラチラマー酢酸塩の使用経験. 第 60回

神奈川小児神経懇話会, 横浜, 2018, 2. 

菊池信行: 新生児マスマススクリーニングの経験. 日本マススクリーニング学会技術者部会．横浜, 

2018, 3. 

菊池信行：チーム医療がもたらす先進医療の恩恵～QOLも考慮した糖尿病治療～「小児科医の立場か

ら」．第 18回日本先進糖尿病治療研究会, 神戸, 2018, 8. 

齋藤純一，横山詩子，高山俊男，洞出光洋，伊藤弘明，須郷慶信，倉澤健太郎，宮城悦子，金子真，

石川義弘：周期的加圧培養による移植可能な血管グラフトの作製．第 17回日本心臓血管発生研究

会，東京，2018，12． 

杉山弘樹, 永嶋早織, 齋藤千穂: 乳児湿疹と食物アレルギーについて～最近のトピックスを中心に. 

済生会横浜市南部病院小児科, 第 31 回 南部病院小児科地域連携集談会, 横浜, 2018, 12. 

杉山弘樹, 永嶋早織, 齋藤千穂: 乳児湿疹と食物アレルギーについて～最近のトピックスを中心に済

生会横浜市南部病院小児科, 第 31回 南部病院小児科地域連携集談会, 横浜, 2018, 12. 

高尾 知穂, 大砂光正, 境 里彩, 辻真理奈, 太田陽, 中澤枝里子, 内良介, 坂本正宗, 村瀬絢子, 

永嶋早織, 山口和子, 齋藤千穂, 鈴木徹臣, 立石格, 田中文子, 新開真人, 臼井秀仁, 田中水緒:

急速に胸水が貯留した肺分画症の 5歳男児. 第 34回横浜 General Pediatricsフォーラム, 横浜, 

2018, 2. 

冨樫勇人, 下里侑子, 吉富誠弘, 佐々木康二, 竹内正宣, 柴徳生, 伊藤秀一: 発動脈血栓症により両

側膝上大腿切断に至るも救命しえた初発ネフローゼ症候群の 10歳女児例. 第 32回日本小児 PD・

HD研究会, 広島, 2018, 10. 

中野裕介: 先天性心疾患の区分診断法. 第 21回エコーウインターセミナー, 松本, 2018, 2. 

成相昭吉: 日齢 7～89 の ESBL産生大腸菌による上部尿路感染症例におけるフロモキセフの有用性. 第

42回山陰感染症化学療法研究会, 米子, 2018, 12. 

灘大志, 高橋篤史, 大坪みさき, 伊藤萌, 黒田浩行, 今野裕章, 吉井沙織, 雪澤緑, 中野晃太郎, 大

山宜孝, 福田清香, 波多野道弘, 岩本眞理: 特徴的な形態異常・経過が診断の契機となった

CFC(cardio-facio-cutaneous)症候群の 1例. 横浜 General Pediatricフォーラム(第 34回横浜小

児感染症懇話会), 横浜, 2018, 2. 

成相昭吉: 薬剤耐性対策アクションプランを意識した乳幼児市中細菌感染症の診断と抗菌薬療法－

「抗菌薬不要の説明」をキチンとするために－.第 1回島根県小児科医会学術講演会, 松江, 2018, 

6. 

成相昭吉: 患者様を手ぶらで返さない，優しい対応「使ってみましょう，漢方薬を！」．第 40回八雲

漢方研究会, 松江, 2018, 6. 

成相昭吉: 啓発と情報共有で変わった島根県立中央病院の小児扁桃炎診療－GAS抗原定性検査実施件数

の減少と PFAPA症候群診断例の増加. 第 18回 URIEM, 東京, 2018, 8.  

成相昭吉: 忘れちゃいけない，やらなきゃいけない，子どもを守るワクチン接種の課題. 2018 年度鳥

取県西部地区予防接種従事者講習会, 米子, 2018, 9. 



成相昭吉: インフエンザ診療の新たな展開－ゾフルーザ®を得た今，私たち医療者が取り組まなければ

ならないこと－. 2018年出雲市薬剤師会研修会, 出雲, 2018, 10. 

成相昭吉: 2000年以降 18 年間の麻疹・風疹・水痘・ムンプス関連入院症例の推移から考えるワクチン

接種における取り組むべき課題. 第 2回島根県小児科医会学術講演会, 出雲, 2018, 10. 

成相昭吉: 災害多発時代に“多文化共生最先端地”出雲の子どもたちを守る. 地域医療従事者講演会,  

出雲, 2018, 11. 

西巻 滋，奥谷貴弘，近藤裕一，谷村 悟，永山美千子，平林 円，山田 学，依田 卓: データ管

理委員会報告. 第 27回母乳育児シンポジウム，長崎, 2018, 8. 

西村謙一, 大原亜沙実, 服部成良, 野澤智, 原良紀, 伊藤秀一： 川崎病急性期における胸部 CT所見.

神奈川県川崎病研究会, 横浜, 2018, 2. 

西山邦幸, 大杉康司, 海老名奏子, 志賀健太郎: インスリンポンプ療法を行う１型糖尿病年少児の皮

膚トラブルとその対応について. 第 12回関東小児糖尿病フォーラム, 東京, 2018, 11. 

服部成良, 村瀬絢子, 大西愛, 西村謙一, 原良紀, 伊藤秀一: 結核合併妊婦から出生した 3例の経験, 

第 9回首都圏小児結核症例検討会, 東京, 2018, 11. 

廣見太郎，横山詩子，Al M，竹内一郎，石川義弘：プロスタグランディン E受容体 EP4シグナルは腹

部大動脈瘤の増悪に関与する. CCM輸液・栄養研究会，東京，2018，10. 

鉾碕竜範: 房室中隔欠損症：手術前と手術後の注意点. 第 20回エコーウインターセミナー, 松

本,2018, 2. 

鉾碕竜範, 青木晴香, 黒田浩行, 正本雅斗, 中野裕介, 渡辺重朗, 岩本眞理, 町田大輔, 磯松幸尚, 

益田宗孝: ECMO で救命した重症肺動脈性肺高血圧症患者の 1年間の治療経過. 第 11回神奈川小児

肺高血圧研究会, 横浜, 2018, 10. 

正本雅斗, 鉾碕竜範, 青木晴香, 中野裕介, 渡辺重朗, 町田大輔, 益田宗孝: PH crisisによる心肺停

止に対し ECMOの使用で救命しえた IPAHの 1例. 第 24回日本小児肺循環研究会学術集会, 東京, 

2018, 2. 

村瀬絢子，西村謙一，服部成良，大原亜紗実，野澤智，原良紀，伊藤修一：小児リウマチ性疾患にお

ける中核病院の役割と地域連携．第 40回横浜リウマチフォーラム，横浜，2018．2 

村瀬絢子，西村謙一，大原亜紗実，服部成良，大西愛，野澤智，原良紀，伊藤秀一: 病勢コントロー

ルに難渋している, 間質性肺炎を合併した全身性強皮症の２小児例, 第７回神奈川膠原病肺を語る

会，横浜，2018，5. 

矢内貴憲, 小林慈典, 鏑木陽一: 小児尿路感染症における ESBL 産生菌と非産生菌症例の臨床像の比

較. 横浜 GPフォーラム, 横浜, 2018, 9. 

横山詩子: 肺血管の発達と密接な関連を有する動脈管の発達. 第 24回日本小児肺循環研究会，東京，

2018，2． 

横山詩子: 動脈管作動薬の作用機序－薬物療法の基礎として．第 10回教育セミナー Advanced Course 

日本小児循環器学会学術委員会・教育委員会，東京，2018，10． 

横山詩子：三次元血管モデルの有用性．オープンイノベーションカンファレンス III，横浜，2018, 

9． 

横山詩子: 静水圧印加による血管系組織の再生．都医学研セミナー，東京，2018，11． 



吉井沙織, 渡辺好宏, 池田 梓, 蒲ひかり, 武下草生子, 松井潔, 佐藤博信: リステリア髄膜炎に可逆

性脳梁膨大部病変を有する軽症脳炎・脳症（MERS）を合併した 1例. 第 60回神奈川小児神経懇話

会, 横浜, 2018, 2. 

渡辺好宏：スピンラザ®髄腔内投与が困難であった脊髄性筋萎縮症Ⅰ型の 13歳女児例．SMA Treatment 

アドバイザリーボードミーティング，大阪，2018, 2． 

 

  



【市民講座】 

粟生耕太: 身体の発達と病気. 大和市ファミリーサホートセンター事業病児緊急対応強化事業研修会, 

大和, 2018, 6． 

粟生耕太: 身体の発達と病気. 大和市ファミリーサホートセンター事業病児緊急対応強化事業研修会, 

大和, 2018, 11． 

青木理加: 乳幼児の事故・病気の予防と対処．開成町子育て支援センターあじさいっこ講座，開成，
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